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２
０
２
２
（
令
和
４
）
年

⒒
月
１
日
、
さ
い
た
ま
市
教

育
委
員
会
と
内
田
洋
行
、ベ

ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ラ

イ
フ
イ
ズ
テ
ッ
ク
、
日
本
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
が
連
携
協
定
を

行
っ
た
と
い
う
突
然
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
個
別
最

適
・協
働
的
な
学
び
を
目
指

す
「
さ
い
た
ま
市
ス
マ
ー
ト

ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通

称S
S

S
P

）
」
で
す
。す
で
に

市
内
⒒
校
が
モ
デ
ル
校
と

な
り
、
今
年
度
中
に
は
市
内

全
学
校
で
導
入
さ
れ
る
計

画
で
す
。
そ
の
予
算
は
今
年

度
だ
け
で
総
額
２
４
億
円

以
上
。
文
教
委
員
会
や
校

長
会
に
も
諮
ら
ず
に
、
調
停

を
結
ん
だ
と
い
い
ま
す
。 

さ
い
た
ま
市
教
職
員
組
合

で
は
、こ
れ
ま
でS

S
S

P

連
携

協
定
の
経
緯
や
内
容
に
つ
い
て
、

情
報
開
示
請
求
や
口
頭
で
の

質
問
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

教
育
研
究
所
は
⒒
月
の
口

頭
回
答
で
、
こ
れ
ま
で
協
力
関

係
に
あ
っ
た
企
業
と
連
携
内
容

を
明
文
化
し
た
と
説
明
し
ま

し
た
。
し
か
し
「
こ
れ
ま
で
協

力
関
係
に
あ
っ
た
」
と
は
一
体

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

４
社
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
ベ
ネ

ッ
セ
は
２
０
２
１
年
４
月
に
共

同
学
習
ソ
フ
ト
ミ
ラ
イ
シ
ー
ド

を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
関

係
審
議
会
に
諮
ら
れ
た
の
は
、

導
入
の
わ
ず
か
１
週
間
前
。
議

長
や
参
加
者
か
ら
は
「
遅
す
ぎ

る
。
何
で
も
通
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
「
事
実
上

動
き
出
し
て
か
ら
の
後
追
い
の

説
明
だ
」
と
批
判
を
浴
び
ま
し

た
（
さ
い
た
ま
市
情
報
公
開
・

個

人

情

報

保

護

審

議

会

2
0

2
1

.3
.2

4

）
。 

ベ
ネ
ッ
セ
の
個
人
情
報
流
出

事
件
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
（20

1
4

年
）
。
ミ
ラ
イ
シ

ー
ド
は
リ
ー
ス
代
だ
け
で
も
、

毎
年
２
億
５
千
万
円
が
か
か
る

と
い
い
ま
す
。
巨
額
な
お
金
と

個
人
情
報
を
つ
か
む
市
教
委
が
、

一
部
企
業
と
「
協
力
関
係
に
あ

っ
た
」
こ
と
こ
そ
大
問
題
で
す
。 

今
回
の
協
定
で
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
就
任
し
た
鈴
木
寛
氏
も
、

ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
福
武
財
団

理
事
を
務
め
た
人
物
で
す
。 

期
待
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
、
子

ど
も
た
ち
と
教
職
員
の
個
人

情
報
の
取
得
と
利
活
用
に
前

の
め
り
で
す
。 

文
科
省
資
料
や
さ
い
た
ま

市
議
会
の
答
弁
等
に
よ
る
と
、

「
児
童
生
徒
ボ
ー
ド
」
に
は
、
顔

写
真
、
氏
名
、
身
長
体
重
肥
満

度
、
毎
時
間
の
教
科
ア
ン
ケ
ー

ト
、
「
心
と
生
活
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

な
ど
の
個
人
情
報
が
記
載
さ

れ
る
よ
う
で
す
。
成
績
表
や
指

導
要
録
の
デ
ー
タ
も
校
務
用

P
C

か
ら
反
映
さ
れ
、マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
や
ラ
イ
フ
イ
ズ
テ
ッ
ク
、

ベ
ネ
ッ
セ
等
の
学
習
履
歴
や
ロ

グ
数
も
蓄
積
さ
れ
ま
す
。 

授
業
デ
ー
タ
も
蓄
積
さ
れ

る
の
で
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
は
、

登
校
後
、
各
授
業
後
、
下
校
前

と
１
日
８
回
も
ア
ン
ケ
ー
ト
に

入
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

「
学
校
用
ボ
ー
ド
」
で
は
、
全

学
年
全
ク
ラ
ス
の
長
欠
者
数

や
保
健
室
利
用
数
が
一
覧
表

に
示
さ
れ
ま
す
。 

過
去

1

週

間
に
〇
年
〇
組
で
は
何
％
の
子

ど
も
が
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
た
か
、
ミ
ラ
イ
シ
ー
ド
の

平
均
回
答
率
は
ど
う
か
、PC

で
何
回
ロ
グ
イ
ン
し
た
か
な
ど

も
数
値
で
並
べ
ら
れ
ま
す
。 

教
員
に
と
っ
て
は
、
ク
ラ
ス
間

の
デ
ー
タ
比
較
は
、PC

使
用
の

圧
力
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
、

教
員
自
身
も
こ
う
し
た
数
値

で
査
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
内
田
洋
行
は
教
職
員

に
対
す
る
勤
怠
管
理
も
行
う

と
明
記
し
て
い
ま
す
。 

未
だ
市
教
委
は
、
学
校
や
家

庭
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
ボ
ー

ド
に
何
が
記
載
さ
れ
、
ど
の
よ

う
に
「
利
活
用
」
さ
れ
る
の
か

さ
え
、説
明
し
て
い
ま
せ
ん
。 

個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
か 

こ
の
状
況
に
弁
護
士
か
ら
も

疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
医
療
現
場
で
は
、
研

究
目
的
で
あ
っ
て
も
、
病
歴
や

生
活
習
慣
な
ど
を
緻
密
に
暗

号
化
し
、
決
し
て
個
人
と
紐
づ

か
な
い
よ
う
に
し
て
分
析
す
る

と
い
い
ま
す
。 

先
の
ミ
ラ
イ
シ
ー
ド
導
入
の

際
、
指
導
１
課
は
、
学
習
記
録

は
ク
ラ
ウ
ド
を
通
じ
て
、
岡
山

市
北
区
の
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
学
籍
と
結
合
さ
れ
、

個
人
が
特
定
さ
れ
る
と
説
明

し
ま
し
た
（
前
述
審
議
会
）
。 

国
連
・
子
ど
も
の
権
利
委
員

会
は
「
デ
ジ
タ
ル
生
活
に
関
す

る
デ
ー
タ
の
集
積
及
び
調
査

研
究
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
尊
重
さ
れ
、
か
つ

最
高
度
の
倫
理
基
準
が
満
た

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。 

子どもの最善の利益にかなうのか⁈ 企業の利潤を追求⁈ 
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た
り
、

 

 S
S
S
P

の
柱
「ス
ク
ー
ル
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」と
は

年
間
２
４
億
円
以
上
、
個
人
情
報
提
供
企
業
の
言
い
な
り 

突
然
の
契
約 

  

な
ぜ
こ
の
４
社
？ 
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市
教
組
で
は
、
４
社
と
の

協
定
書
を
入
手
し
ま
し
た
。 

ど
の
協
定
書
に
も
共
通

す
る
大
き
な
問
題
は
、
契
約

内
容
も
期
間
も
青
天
井
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
合
意
事
項

は
ど
ん
ど
ん
付
け
加
え
る
こ
と

が
で
き
、
協
定
は
毎
年
自
動
更

新
さ
れ
る
の
で
す
（
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
は
「
合
意
に
よ
り
更
新
で

き
る
」
と
表
記
）
。 

ベ
ネ
ッ
セ
、
内
田
洋
行
、
ラ
イ

フ
イ
ズ
テ
ッ
ク
の
秘
密
保
持
に

関
わ
る
事
項
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
親
会
社
を
開
示
・
漏
洩
し
て

は
な
ら
な
い
対
象
か
ら
除
い
て

い
ま
す
。 

そ
の
他
に
も
、 

《
ラ
イ
フ
イ
ズ
テ
ッ
ク
社
》 

○
個
人
情
報
に
つ
い
て
「…

当
社
の
定
め
る
一
定
の
情
報

を
当
社
の
定
め
る
方
法
で
当

社
に
提
供
」
し
な
け
れ
ば
、
利

用
登
録
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。 

○
生
徒
は
「
著
作
者
人
格
権

を
行
使
し
な
い
」
も
の
と
す
る

（
生
徒
の
制
作
物
や
コ
ン
テ
ン

ツ
を
営
業
や
宣
伝
な
ど
の
幅

広
い
目
的
に
使
用
で
き
る
）
。 

    

《
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
》 

○
「
教
育
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ 

プ
の
も
と
」
「
企
業
で
の
文
化

変
革
に
つ
い
て
情
報
提
供
・
紹

介
し
、
組
織
文
化
改
革
の
推
進

を
支
援
す
る
」
。 

○
「
報
道
発
表
等
の
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
で
は
互
い
に
協
力
す
る

よ
う
努
力
す
る
」
（
今
後
さ
い

た
ま
市
の
公
教
育
が
、
日
本
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
宣
伝
に
大

い
に
活
用
さ
れ
る
）
。 

な
ど
、
協
定
書
に
は
心
配
な

文
言
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 巨

額
の
お
金
を
支
払
っ
た
挙

句
、
個
人
情
報
は
企
業
の
思
う

よ
う
に
提
供
さ
せ
ら
れ
、
さ
ら

に
子
ど
も
た
ち
の
制
作
物
や

公
教
育
が
企
業
の
営
業
や
宣

伝
に
使
わ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
こ

と
を
許
し
て
い
い
の
か
、
こ
ん
な

契
約
を
誰
が
結
ん
だ
の
か
と
怒

り
が
わ
い
て
き
ま
す
。 

 

 
 

 

    

今
年
度
か
ら
学
校
課
題
研

修
は
、
市
教
委
が
提
示
す
る
項

目
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
〈
学
び
の

個
別
最
適
化
〉
と
し
て
教
育
デ

ー
タ
の
利
活
用
や

IC
T

の
活

用
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
教

育
行
政
が
自
主
的
な

研
修
に
踏
み
込
む
こ

と
は
、
以
前
に
は
あ
り

得
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。 「

個
別
最
適
」
な
学

び
に
つ
い
て
、
研
究
者

か
ら
は
「
所
詮
『
身
の

丈
に
合
っ
た
』
学
習
課

題
の
提
供
に
過
ぎ
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。佐

藤
隆
氏
『
世
界
』2021
年
４

月 

こ
れ
は
、
「
あ
な
た

は
最
後
ま
で
で
き
な

く
て
も
、
自
分
な
り
の

目
標
ま
で
で
い
い
ん
だ

よ
」
と
言
葉
や
わ
ら
か
に
、
子

ど
も
の
伸
び
て
い
く
可
能
性
と
、

根
気
強
く
支
援
し
て
き
た
教

員
の
熱
意
を
摘
み
取
る
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

同
時
に
、
「
子
ど
も
は
常
に
〝

評
価
の
視
線
〟
に
さ
ら
さ
れ
、

序
列
化
・
階
層
化
さ
れ
、
そ
れ

が
一
生
つ
い
て
回
る
＝
『
デ
ジ
タ

ル
・
タ
ト
ゥ
』
」
に
さ
ら
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
も
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
（
前
掲
書
）
。
ア
メ
リ
カ
で
は

す
で
に
公
教
育
が
巨
大
な
ビ
ジ

ネ
ス
の
場
に
な
り
、
地
域
に
よ

っ
て
は
教
員
がP

C

操
作
員
に
、

子
ど
も
が
「
数
値
デ
ー
タ
」
に

置
き
換
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
い

ま
す*¹

。
見
渡
せ
ば
、
埼
玉
で

も
全
国
で
も
目
を
疑
う
よ
う

な
施
策
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。 

 ◆
久
喜
市 

「
脈
拍
変

動
解
析
を
学
び
へ
活
用
」 

授
業
中
生
徒
に
リ
ス
ト 

バ
ン
ド 

を
付
け 

さ
せ
脈 

拍

を

測

定
。
精
神
状
態
や
集
中
度

を
解
析
す
る
。 

 

大
阪
箕
面
市 

画
像
セ
ン
サ
ー
と
マ
イ

ク
を
複
数
設
置
。
児
童
生

徒
の
視
線
や
挙
手
率
、
教

員
の
動
線
、
教
員
と
児
童
生
徒

の
発
話
比
率
を
デ
ー
タ 

化
し
て
い
る
。 

        

文
科
省2

0
1
9

資
料 

グ
ル
ー
プ
活

動
で
は
中
央

に
あ
るA

I

が
、 

誰
が
ど
の
く

ら
い
話
し
た

か
認
識
す
る
。 

  

教
育
デ
ー
タ
を
利
活
用

す
る
に
は
、当
然

P
C

上
に

子
ど
も
の
学
習
履
歴
が
存

在
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
必
然
的
に
学
習
は

P
C

を
介
す
る
も
の
に
移
行
し

て
い
く
で
し
ょ
う
。 

「IC
T

を
教
育
に
入
れ
た

こ
と
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
は
世

界
中
で
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。…

な
ぜ
、
日
本
の
将
来

に
と
っ
て
一
番
大
事
な
教
育

に
関
し
て
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な

い
ま
ま
に
、
こ
の
よ
う
な
無

謀
な
社
会
実
験
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
疑
問
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
警
鐘

を
鳴
ら
す
研
究
結
果
も
出

て
い
ま
す
。*² 

 

*¹

参
考
「
崩
壊
す
る
ア
メ
リ
カ
の

公
教
育
～
日
本
へ
の
警
告
～
」
鈴
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大
裕2
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科
学
者
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学
校
の
一

人
一
台
端
末
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ど
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な
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２
０
２
３
年
６
月
、

細
田
眞
由
美
教
育

長
が
任
期
満
了
で

退
任
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
発

信
を
し
て
き
た
方

が
、
何
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
残
さ
な
い
唐

突
と
も
思
わ
れ
る

退
任
の
仕
方
で
す
。 

こ
の
６
年

間

、

「
十
万
人
の
拍
手
」

「
ス
タ
デ
ィ
エ
ッ
セ
ン

ス
」
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

授
業
」
な
ど
現
場
を

省
み
な
い
突
然
の
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
施
策
が

続
き
、教
職
員
の
精 

 

 

神
疾
患
者
数
が
年
々
増
加

し
ま
し
た
。
私
た
ち
さ
い
た

ま
市
教
組
に
も
、
様
々
な
立

場
の
方
か
ら
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

市
教
委
は
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
ど
の
よ
う
に
総
括

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

今
も
前
教
育
長
の
進
め

たS
S

S
P

や
義
務
教
育
学

校
設
立
な
ど
、大
き
な
問
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

竹
居
秀
子
新
教
育
長
の

も
と
、
今
一
度
教
育
施
策

を
見
直
し
、
学
校
現
場
に
ゆ

と
り
と
温
か
さ
を
取
り
戻

し
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま

す
。 

S
S
S
P
 

契
約
内
容
の
恐
ろ
し
さ 

細田眞由美前教育長 唐突な「任期満了」 

 

(2) 

 

や
「
中
学
校
１
０
３
０
授

業
時
間
」
の
見
直
し
、
未

配
置
未
補
充
の
改
善
、
初

任
者
研
修
の
中
止
な
ど

を
引
き
続
き
求
め
て
い

き
ま
す
。
詳
し
く
は
「
さ

い
た
ま
市
教
職
員
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ア
ド
レ
ス
は

下
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
。 

  

さ
い
た
ま
市
教
職
員

組
合
で
は
、
新
教
育
長
竹

居
秀
子
氏
宛
に
、
２
０
２

３
年
７
月
１
３
日
付
で

「
さ
い
た
ま
市
の
学
校
運

営
並
び
に
教
育
条
件
整

備
等
に
つ
い
て
の
要
望

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

「
授
業
日
数
２
０
５
日
」 

新
教
育
長
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
！ 
これが教育か？ 子どもの人権、学びは？ 

際限なく進む 子どもの「データ化」 


